
古
代
語
に
お
け
る
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
の
機
能
と
体
系

中

ー
／

祐

　

治

一
、
は
じ
め
に
－
本
稿
の
目
的
と
立
場
－

本
論
文
は
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
1
群
、
「
い
た
く
」
「
い
み
じ
く
」

「
こ
と
に
」
「
よ
に
」
「
い
と
」
「
ま
こ
と
に
」
「
げ
に
」
を
取
り
上
げ
2
、
こ
れ

ら
の
各
語
が
、
古
代
語
、
即
ち
、
上
代
、
中
古
の
日
本
語
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
機
能
を
有
し
、
そ
の
包
括
と
し
て
の
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
の
体

系
全
体
が
い
か
に
構
築
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
語
の
間
に
み

ら
れ
る
相
互
承
接
、
語
順
を
記
述
的
に
実
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
各
時
代
の
、
主
に
和
文
資
料
を

用
い
、
記
述
的
・
網
羅
的
に
考
察
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

副
詞
は
従
来
か
ら
そ
の
研
究
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
「
品
詞
論
の
は
き
だ
め
」

と
も
称
さ
れ
て
き
た
3
。
そ
れ
は
、
副
詞
に
形
態
的
な
特
徴
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
、
他
の
品
詞
か
ら
派
生
し
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
構
文
論
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
そ
の
機
能
は
連
用
修
飾
と
い

っ
た
こ
れ
ま
た
「
構
文
論
の
は
き
だ
め
4
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

同
一
の
語
が
辞
書
に
よ
っ
て
は
副
詞
と
さ
れ
て
い
た
り
い
な
か
っ
た
り
と
い
っ

た

ね

じ

れ

の

現

象

が

生

じ

て

い

る

の

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

一

即
ち
、
副
詞
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
に
は
、
所
謂
辞
書
に
お
け
る
副
詞
に
限
　
1

定
せ
ず
、
山
田
二
九
三
六
）
の
如
く
、
感
動
詞
、
接
続
詞
と
表
し
て
副
用
－

語
と
し
て
捉
え
、
そ
の
機
能
は
、
渡
辺
二
九
七
一
）
　
の
如
く
、
程
度
副
詞
を

用
言
連
用
形
、
体
言
＋
連
用
助
詞
と
一
括
し
て
連
用
修
飾
と
捉
え
る
必
要
が
あ

る
。
即
ち
、
品
詞
論
に
お
い
て
は
感
動
詞
、
接
続
詞
と
連
続
し
、
構
文
論
に
お

い
て
は
連
用
修
飾
と
し
て
、
用
言
連
用
形
、
体
言
＋
連
用
助
詞
に
連
続
す
る
。

本
稿
の
立
場
も
基
本
的
に
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
副
詞
を
こ
れ
だ
け
が
副

詞
だ
と
限
定
で
き
な
い
所
に
副
詞
研
究
の
困
難
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
逆
に

言
え
ば
、
日
本
語
の
副
詞
の
本
質
が
こ
こ
に
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
語
に
は
語
彙
的
意
味
と
文
法
的
機
能
の
両
面
が
あ
る
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
副
詞
に
は
語
彙
的
な
意
味
が
見
出
し
に
く
い
語
が



多
く
み
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
例
え
ば
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
「
い

と
」
は
上
代
の
「
痛
」
と
い
っ
た
語
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
古

に
お
い
て
は
「
痛
」
と
い
っ
た
語
彙
的
な
意
味
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
薄
れ
、
単
に

程
度
の
甚
だ
し
さ
を
強
調
的
に
修
飾
す
る
と
い
っ
た
文
法
的
機
能
の
み
を
有
す

る
語
へ
と
変
遷
を
遂
げ
る
。
「
げ
に
」
に
お
い
て
も
そ
の
語
彙
的
な
意
味
は
見

出
し
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
語
か
ら
機
能
的
な
語
へ
と
い
う
変
遷
は

副
詞
一
般
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
5
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
極
度
÷
同
度
を
示
す
程
度
副
詞
群
と
し

て
、
辞
書
的
に
は
副
詞
と
さ
れ
て
い
な
い
語
も
そ
の
考
察
の
対
象
と
す
る
。
こ

れ
は
、
先
程
の
派
生
と
い
う
点
か
ら
も
副
詞
の
史
的
研
究
に
お
い
て
は
広
く
考

察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
体
系
全
体
を
包
括
的
に
捉
え
る

と
い
っ
た
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

二
、
上
代
に
お
け
る
機
能

こ
こ
で
は
、
「
古
事
記
h
 
r
万
葉
集
」
を
資
料
と
し
て
考
察
を
加
え
る
。
「
い

た
く
」
「
い
み
じ
く
」
「
こ
と
に
」
「
よ
に
」
「
い
と
」
「
ま
こ
と
に
」
「
げ
に
」
の

「
古
事
記
－
r
万
葉
集
」
に
お
け
る
用
例
数
を
纏
め
た
も
の
が
下
の
表
1
で
あ
る
6
。

二
、
一
　
「
い
た
く
」
「
い
と
」

上
代
の
「
い
た
く
」
「
い
と
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
（
一
九
九
四
）
、
山
口

二
九
九
二
）
　
の
論
考
に
詳
し
い
7
。
井
上
に
よ
れ
ば
上
代
の
「
い
た
く
」
「
い

表 1 r古 事記‖ 万葉集j における用例数

いたく いみじく ことに よに いと まことに げに

古事記 20 0 2 0 19 11 0

万葉集 26 0 3 4 13 18 0

た
」
「
い
と
　
（
＝
甲
類
）
」
は
、
井
上
の
い
う
第
二
次
段

階
の
程
度
を
示
す
と
い
う
8
。

l
　
わ
が
妻
は
い
た
く
　
（
伊
多
久
）
　
恋
ひ
ら
し
飲

む
水
に
影
さ
へ
見
え
て
世
に
忘
ら
れ
ず

（
万
葉
集
四
三
二
二
）

2
　
天
の
河
い
と
　
（
伊
刀
）
　
川
波
は
立
た
ね
ど
も

伺
候
ひ
難
し
近
き
こ
の
瀬
を（
万
葉
集
一
五
二
四
）

し
か
し
、
こ
れ
が
「
い
と
　
（
＝
乙
類
）
」
　
に
な
る
と
、

第
三
次
段
階
の
程
度
9
へ
と
進
み
、
純
粋
に
程
度
の
み
を

示
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

3
　
零
公
鳥
い
と
　
（
伊
登
）
ね
た
け
く
は
橘
の
花

散
る
時
に
来
鳴
き
響
む
る
（
万
葉
集
四
〇
九
二
）

4
　
わ
が
屋
戸
の
萩
咲
き
に
け
り
秋
風
の
吹
か
む

を
得
た
ぽ
い
と
　
（
伊
等
）
達
み
か
も

（
万
葉
集
四
二
一
九
）

こ
れ
ら
乙
類
の
「
い
と
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ね
た
し
」

「
達
し
」
の
状
態
の
程
度
が
「
非
常
に
」
で
あ
る
こ
と
の

み
を
示
し
、
甲
類
の
「
い
と
」
が
も
つ
　
「
い
た
」
　
の
原

義
を
完
全
に
払
拭
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
中
古
の

「
い
と
」
は
本
質
的
に
こ
の
乙
類
の
「
い
と
」
の
意
味
で



あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
山
口
に
よ
れ
ば
、
甲
類
の
「
い
と
」
は
、

5
　
白
波
の
寄
そ
る
浜
辺
に
別
れ
な
ぽ
い
と
　
（
伊
刀
）
　
も
為
方
な
み
八

還
袖
振
る
　
（
万
葉
集
四
三
七
九
）

6
　
国
国
の
防
人
つ
ど
ひ
舟
乗
り
て
別
る
を
見
れ
ば
い
と
　
（
伊
刀
）
　
も

為
方
無
し
　
（
万
葉
集
四
三
八
こ

の
よ
う
に
「
伊
刀
も
す
べ
な
み
」
「
伊
刀
も
す
べ
な
し
」
と
い
っ
た
慣
用
的
な
用

法
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
「
い
た
（
甚
）
」
　
の
用
法
と
極
め
て
似
て
い
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
「
い
と
（
＝
甲
類
）
」
と
「
い
た
」
「
い
た
く
」
は
そ
の
原
義
「
痛
し
」

と
の
つ
な
が
り
を
完
全
に
は
失
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
合
い
は
否
定
的
で
あ

り
、
そ
の
た
め
否
定
辞
と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
る
と
す
る
1
0
。
こ
れ
が
、
乙
類

の
「
い
と
」
に
な
る
と
、
「
痛
し
」
と
の
訣
別
を
果
た
し
、
意
味
的
に
も
中
立
的

な
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
点
は
井
上
と
変
る
研
が
な
い
。

二
、
二
　
「
こ
と
に
」

「
こ
と
に
」
は
、
「
古
事
記
」
で
は
2
例
、
r
万
葉
集
」
に
お
い
て
は
3
例
用

い
ら
れ
て
い
る
。

7
　
故
別
畢
哀
迦
久
神
一
可
レ
間
。
（
カ
レ
コ
ト
ニ
ア
メ
ノ
カ
ク
ノ
カ
ミ

ヲ
ツ
カ
バ
シ
テ
ト
フ
ペ
シ
）
　
（
古
事
記
上
巻
四
三
）

8
　
各
異
作
二
億
宮
一
而
宿
。
（
オ
ノ
モ
オ
ノ
モ
コ
ト
ニ
カ
リ
ノ
ミ
ヤ
ヲ
ツ

ク
リ
テ
ヤ
ド
リ
マ
シ
キ
）
　
（
古
事
記
下
巻
二
五
）

9
　
紫
草
を
草
と
別
く
別
く
伏
す
鹿
の
野
は
異
に
　
（
殊
異
）
　
し
て
心
は

同
じ
　
（
万
葉
集
三
〇
九
九
）

1
0
　
橡
の
解
濯
衣
の
あ
や
し
く
も
殊
に
　
（
殊
）
着
欲
し
き
こ
の
夕
か
も

（
万
葉
集
一
三
一
四
）

用
例
7
は
「
特
別
に
」
　
の
意
味
で
、
8
は
「
別
々
に
」
　
の
意
味
で
用
い
ら
れ

た
例
、
9
は
「
異
な
る
」
　
の
意
味
を
強
く
有
し
述
格
に
立
つ
用
例
、
1
0
は
「
着

欲
し
き
」
　
の
程
度
を
強
調
す
る
程
度
副
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
こ
と
に
」
は
、
「
異
（
殊
）
」
と
い
っ
た
サ
マ
的
な
性
質
を

持
ち
つ
つ
も
、
既
に
、
程
度
副
詞
と
し
て
の
定
着
も
う
か
が
わ
れ
、
形
容
動
詞

と
副
詞
の
両
方
の
性
質
を
あ
わ
せ
も
つ
〈
混
沌
と
し
た
）
中
間
的
な
語
で
あ
っ
一

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
こ
と
に
」
は
、
時
代
が
下
る
に
従
い
、
「
殊
に
」
　
3

と
い
っ
た
限
定
副
詞
（
取
り
立
て
副
詞
）
　
の
用
法
と
「
異
な
る
」
と
い
っ
た
動

詞
と
し
て
の
用
法
と
に
分
化
す
る
が
、
上
代
に
お
い
て
は
未
だ
混
沌
と
し
て
お

り
日
、
明
確
な
機
能
分
化
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

二
、
三
　
「
よ
に
」

「
よ
に
」
に
つ
い
て
は
、
r
万
葉
集
h
に
お
い
て
4
例
み
ら
れ
る
。

‖
　
わ
が
妻
は
い
た
く
恋
ひ
ら
し
飲
む
水
に
影
さ
へ
見
え
て
世
に
　
（
余

爾
）
忘
ら
れ
ず
（
万
葉
集
四
三
二
二
）

1
2
　
海
少
女
潜
き
取
る
と
い
ふ
忘
れ
貝
世
に
も
（
代
二
毛
）
忘
れ
じ
妹
が

姿
は
　
（
万
葉
集
三
〇
八
四
）



1
3
　
足
柄
の
土
肥
の
河
内
に
出
づ
る
湯
の
世
に
も
　
（
余
命
母
）
　
た
よ
ら

に
見
ろ
が
言
は
な
く
に
　
（
万
葉
集
三
三
六
八
）

1
4
　
筑
波
嶺
の
岩
も
と
ど
ろ
に
落
つ
る
水
世
に
も
　
（
代
余
毛
）
　
た
ゆ
ら

に
わ
が
恩
は
な
く
に
　
（
万
葉
集
三
三
九
二
）

こ
の
よ
う
に
上
代
の
「
よ
に
」
　
い
ず
れ
も
否
定
辞
と
呼
応
し
て
、
「
世
に
～

ず
（
な
し
）
」
　
の
形
で
、
「
こ
の
世
の
中
に
な
い
　
（
し
な
い
）
」
と
い
っ
た
語
彙

的
な
意
味
（
世
の
中
）
　
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
四
　
「
ま
こ
と
に
」

最
後
に
、
「
ま
こ
と
に
」
の
用
例
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
上
代
の
「
ま

こ
と
に
」
の
用
例
は
「
ま
こ
と
」
と
し
て
の
用
例
で
あ
る
ほ
。

1
5
　
葛
飾
の
眞
間
の
手
兄
奈
を
ま
こ
と
　
（
麻
許
登
）
か
も
わ
れ
に
寄
す
と

ふ
眞
間
の
手
兄
奈
を
　
（
万
葉
集
三
三
八
四
）

1
6
　
聞
く
が
如
ま
こ
と
　
（
眞
）
　
貴
く
奇
し
く
も
神
さ
び
居
る
か
こ
れ
の
水

島
（
万
葉
集
二
四
五
）

1
7
　
世
間
は
ま
こ
と
　
（
信
）
　
二
代
は
行
か
ざ
ら
し
過
ぎ
に
し
妹
に
連
は
な

く
恩
へ
ば
　
（
万
葉
集
一
四
一
〇
）

こ
の
よ
う
に
、
上
代
に
お
い
て
は
「
ま
こ
と
」
　
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

『
古
事
記
』
　
〓
例
、
「
万
葉
集
」
一
八
例
の
内
、
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
1
5
を
含
め
四
例
し
か
見
当
た
ら
ず
、
上
代
に
あ
っ
て
は
　
「
ま
こ

と
」
　
の
形
で
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
早
い
段
階
か
ら
副

詞
指
向
の
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
中
古
に
な
り
、

名
詞
「
誠
」
と
の
区
別
を
な
す
た
め
に
副
詞
的
語
尾
「
に
」
を
付
属
し
て
、

「
ま
こ
と
に
」
と
し
て
分
化
し
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
機
能
は
、
①
形
容
詞
の
直
前
に
置
か
れ
、
そ
の
程
度
を
限
定
・

修
飾
す
る
　
（
用
例
1
6
な
ど
r
古
事
記
」
一
例
、
「
万
葉
集
」
四
例
の
計
五
例
）
、

②
用
例
1
7
の
よ
う
に
後
続
す
る
「
二
代
は
行
か
ざ
ら
し
」
命
題
全
体
（
コ
ト
）

に
対
す
る
主
観
的
な
判
断
を
加
え
る
　
（
「
古
事
記
」
一
〇
例
、
r
万
葉
集
」
一

一
例
の
計
二
一
例
）
、
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
語
へ
と
続
く

「
ま
こ
と
に
」
　
の
特
徴
で
あ
り
、
早
い
時
期
か
ら
こ
の
「
ま
こ
と
　
（
に
）
」
の

基
本
的
な
性
質
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
代
に
み
ら
れ
る
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
は
、
い

ず
れ
も
語
彙
的
意
味
が
認
め
ら
れ
や
す
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

三
、
中
古
に
お
け
る
機
能

ま
ず
、
中
古
に
お
け
る
各
語
の
用
例
数
、
使
用
状
況
に
つ
い
て
纏
め
る
と
表

2
の
よ
う
に
な
る
。

三
、
一
　
「
い
た
く
」

中
古
の
「
い
た
く
」
は
、
上
代
の
「
い
た
く
」
の
性
質
を
基
本
的
に
引
き
継
ぎ
、

主
に
、
否
定
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
動
詞
を
修
飾
す
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、

動
詞
以
外
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
程
度
を
修
飾
す
る
用
例
は
殆
ど
存
し
な
い
ほ
。



表 2　 中 古 に お ける作 品 別 用 例 数

いた く いみ じく こ とに よに い と まこ とに げ に

竹 取物 語 8 8 1 1 1 3 1 3 1

伊 勢物 五
H

11 3 2 2 6 7 1 0

土 左 目 己 6 0 0 0 1 7 2 2

大 和物 語 17 2 1 4 5 1 8 7 2 0

平 中物 語 6 9 4 7 4 9 3 5

宇津保物 丘
q

5 1 2 0 7 9 8 5 5 1 8 1 3 3 4 1 4 9

輔 蛤 日 己 2 9 4 8 1 0 9 4 3 6 2 1 9

落 窪物 語 2 9 1 0 5 1 3 1 2 6 2 7 15 4 2

枕 草 子 4 1 3 0 3 2 3 1 5 4 5 0 6 7 4 3

源 氏物 語 36 6 4 5 0 2 6 4 10 7 4 2 3 7 15 0 4 5 8

和泉式部日記 6 9 3 0 6 8 4 7

紫式部日記 8 14 1 5 3 1 4 8 5 6

堤中納言 三五
PR

1 5 3 9 4 1 1 3 6 8 2

更 級 H 記 3 7 6 4 0 9 5 3 7

浜松中納言物語 12 2 3 9 4 4 1 4 1 2 4 2 5 4

夜 の寝 党 6 1 2 8 6 3 2 3 0 8 0 9 4 2 1 2 3

狭衣 物 語 6 3 1 3 0 5 2 2 5 6 5 8 8 2 1 8 7

計 73 2 ・ 19 4 7 5 7 3 2 8 3 10 2 4 0 4 6 5 1 10 5

1
　
女
は
い
た
う
泣
き
け
り
。
（
伊
勢
物
語
）

2
　
ふ
な
ぎ
み
れ
い
の
や
ま
ひ
お
こ
り
て
、
い
た
く
な
や
む
。
（
土
左
日
記
）

3
　
お
な
じ
季
縄
少
将
、
病
に
い
と
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
て
、
（
大
和
物
語
）

4
　
い
と
い
た
く
よ
ろ
こ
ひ
て
の
た
ま
ふ
、
（
竹
取
物
語
）

こ
の
よ
う
に
「
い
た
く
」
は
、
前
時
代
と
同
様
に
、
修
飾
す
る
語
、
動
詞
が

固
定
化
さ
れ
て
お
り
、
「
降
る
」
　
「
泣
く
」
　
「
悩
む
」
　
「
吹
く
」
と
い
っ
た
語
を

修
飾
し
や
す
い
。
し
か
し
、
全
体
の
一
割
程
度
で
は
あ
る
が
、
用
例
4
の
よ
う

に
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
語
を
も
修
飾
す
る
こ
と
か
ら
、
上
代
の
　
「
い
た
く
」

に
み
ら
れ
た
よ
う
な
「
痛
」
に
起
源
す
る
絶
対
的
な
否
定
の
イ
メ
ー
ジ
は
中
古

で
は
薄
れ
、
肯
定
、
否
定
の
両
方
に
跨
る
中
立
的
な
性
質
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
「
い
た
く
」
と
「
痛
」
と
の
結
び
つ
き
が
中
古
に
は
薄
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
、
形
容
詞
「
痛
し
」
と
し
て
　
（
「
痛
い
」
　
の
意
味
で
）
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
r
源
氏
物
語
」
で
は
、
終
止
形

で
述
格
に
立
つ
も
の
が
六
例
、
未
然
形
0
例
、
連
体
形
七
例
、
巳
然
形
一
例
で

あ
り
、
主
述
関
係
の
中
で
用
い
ら
れ
る
「
痛
し
」
は
連
用
中
止
の
四
例
を
含
め

て
も
僅
か
で
し
か
な
く
、
「
い
た
く
」
の
形
で
程
度
修
飾
を
行
う
（
「
痛
い
」
の

意
味
で
は
な
く
、
程
度
の
甚
大
さ
の
み
を
示
す
語
と
し
て
の
）
　
用
例
三
六
六
例

と
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
中
古
の
「
い
た
く
」
は
「
痛
」
と

い
う
語
彙
的
意
味
を
内
包
し
っ
つ
も
、
程
度
の
甚
大
さ
を
示
す
と
い
っ
た
文
法

的
機
能
を
有
す
る
程
度
副
詞
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。



三
、
二
　
「
い
み
じ
く
」

次
に
、
「
い
み
じ
く
」
　
の
用
例
を
み
る
。

5
　
た
く
み
羅
、
い
み
し
く
よ
ろ
こ
ひ
、
（
竹
取
物
語
）

6
　
又
の
日
も
、
い
み
じ
く
雪
降
り
荒
れ
て
、
（
更
級
日
記
）

7
　
こ
の
山
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
ほ
ど
な
り
。
（
輯
蛤
日
記
　
下
）

8
　
い
み
じ
う
か
な
し
き
に
、
（
紫
式
部
日
記
）

こ
の
よ
う
に
「
い
み
じ
く
」
は
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
動
詞
に
限
定
せ
ず
、

そ
の
程
度
を
限
定
・
修
飾
す
る
。
こ
の
点
で
「
い
た
く
」
と
異
な
り
、
ま
た
、

「
い
た
く
」
が
そ
の
本
質
に
お
い
て
負
の
語
感
を
持
ち
、
否
定
の
印
象
を
持
つ

語
と
結
び
付
く
こ
と
が
殆
ど
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
い
み
じ
く
」
　
に
は
そ
う

い
っ
た
正
負
の
印
象
の
違
い
に
よ
る
語
の
結
び
付
き
の
差
も
み
ら
れ
ず
自
由
に

用
い
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
い
た
く
」
が
中
古
で
は
そ
の
語
彙
的
意
味
　
（
痛
）
　
が
表
面
に
現
れ

ず
、
殆
ど
が
程
度
修
飾
語
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
に
対
し
、
「
い
み
じ
く
」

は
比
較
的
、
属
性
（
忌
）
を
保
持
し
、
「
大
変
な
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た
包

括
的
な
表
面
的
意
義
を
有
し
1
4
て
、
終
止
形
「
い
み
じ
」
の
形
で
述
格
に
立
つ

こ
と
も
多
い
1
5
。

こ
の
点
か
ら
、
形
容
詞
連
用
形
と
程
度
副
詞
が
連
続
す
る
に
お
い
て
、
「
い

た
く
」
は
よ
り
程
度
副
詞
よ
り
の
語
、
「
い
み
じ
く
」
は
よ
り
形
容
詞
よ
り
の

語
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

三
、
三
　
「
こ
と
に
」

「
こ
と
に
」
は
「
殊
に
」
「
異
に
」
の
字
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
と
り
わ
け
」

「
他
と
は
違
っ
て
」
と
い
っ
た
視
座
か
ら
程
度
修
飾
を
な
す
語
で
あ
っ
て
、
語
彙
的
意

味
を
抽
出
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
「
異
な
る
」
の
意
味
で
、
「
こ
と
な
り
」
の
形
で

述
格
に
立
つ
用
例
や
「
こ
と
に
」
の
形
で
連
用
中
止
で
述
格
に
立
つ
用
例
も
み
ら
れ
1
6
、

形
容
動
詞
と
し
て
の
サ
マ
的
な
性
質
と
程
度
副
詞
と
し
て
の
性
質
を
併
せ
持
つ
中
間

的
な
語
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
語
に
お
い

て
古
代
語
の
「
こ
と
に
」
が
一
方
で
は
副
詞
「
殊
に
」
に
、
他
方
で
は
動
詞
「
異
な

る
」
　
へ
と
分
化
を
遂
げ
た
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
以
下
に
用
例
を
挙
げ
る
。

9
　
こ
と
に
お
も
は
ね
ど
、
行
け
ば
い
み
じ
う
い
た
は
り
、
（
大
和
物
語
）

1
0
　
そ
の
院
の
桜
こ
と
に
お
も
し
ろ
し
。
（
伊
勢
物
語
）

‖
　
殊
に
け
ぎ
ゃ
か
な
る
、
物
の
は
え
も
な
き
や
う
な
れ
ど
、

（
源
氏
物
語
　
竹
河
）

1
2
　
こ
と
に
人
の
と
り
わ
き
て
ほ
め
ぬ
所
よ
　
（
落
窪
物
語
　
巻
二
）

1
3
　
殊
に
、
い
と
、
親
し
き
こ
と
は
な
か
り
け
る
を
、
（
源
氏
物
語
　
夢
浮
橋
）

「
こ
と
に
」
　
の
機
能
は
、
「
他
と
は
違
っ
て
、
際
立
っ
て
」
と
い
っ
た
観
点

か
ら
の
限
定
、
取
り
立
て
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
動
詞
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、

名
詞
、
副
詞
と
い
っ
た
品
詞
の
別
な
く
、
そ
の
直
後
の
語
を
取
り
立
て
て
そ
の

程
度
を
限
定
す
る
。



三
、
四
　
「
よ
に
」

「
よ
に
」
は
本
来
r
万
葉
集
」
の
用
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
否
定
辞
と
共

起
し
て
「
世
の
中
に
な
い
ほ
ど
（
…
）
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
程
度
修
飾
を
行

う
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
古
に
入
っ
て
も
、
「
世
に
な
く
」
と
い
っ
た

形
で
程
度
修
飾
を
行
う
用
例
は
勿
論
の
こ
と
、
「
世
に
な
し
」
と
い
う
形
で
述

格
に
立
つ
用
例
も
み
ら
れ
る
。

1
4
　
か
た
ち
の
世
に
、
す
め
て
た
き
こ
と
を
、
（
竹
取
物
語
）

1
5
　
こ
の
ち
ご
の
か
た
ち
け
う
ら
な
る
事
、
世
に
な
く
、
（
竹
取
物
語
）

1
6
　
又
の
夜
の
月
、
よ
に
し
ら
ず
お
も
し
ろ
き
に
、
（
平
中
物
語
）

1
7
　
答
の
琴
を
よ
に
を
か
し
く
弾
き
給
ひ
け
れ
ば
、
（
落
窪
物
語
　
巻
〓

用
例
1
4
と
1
5
は
r
竹
取
物
語
」
か
ら
の
用
例
で
あ
り
、
「
世
の
中
に
並
べ
比

べ
る
人
も
な
い
く
ら
い
美
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
文
の
表
現
す
る
命
題
内
容

と
し
て
は
殆
ど
差
が
な
く
、
こ
の
よ
う
に
連
用
修
飾
格
に
も
述
格
に
も
立
つ
。

よ
っ
て
、
中
古
に
お
い
て
は
「
世
の
中
に
な
い
ほ
ど
　
（
…
）
」
と
い
っ
た
形
で

の
程
度
修
飾
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
よ
に
」
単
独
で
程
度
修
飾
す
る
用

例
（
1
7
な
ど
）
　
は
一
割
弱
程
度
し
か
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
中
古
で
は
「
よ

に
」
は
未
だ
「
世
の
中
に
な
い
ほ
ど
　
（
…
）
」
と
い
っ
た
「
よ
に
」
　
の
も
つ
語

彙
的
意
味
（
世
の
中
）
　
が
強
く
現
れ
た
、
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
の
修
飾
が
主
で

あ
り
、
「
よ
に
」
単
独
で
程
度
副
詞
と
し
て
機
能
す
る
段
階
に
は
完
全
に
は
至

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
五
　
「
い
と
」

中
古
の
「
い
と
」
は
前
時
代
に
有
し
て
い
た
「
痛
」
と
の
結
び
つ
き
、
甲
類
、

乙
類
の
区
別
を
な
く
し
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
状
態
、
程
度
を
純
粋
に
限

定
・
修
飾
す
る
程
度
副
詞
へ
と
変
遷
を
遂
げ
る
。

1
8
　
三
す
ん
は
か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
、
（
竹
取
物
語
）

1
9
　
い
と
つ
れ
ぐ
に
、
世
の
中
の
う
ら
め
し
き
こ
と
の
み
恩
へ
ば

（
平
中
物
語
）

井
上
（
前
掲
）
　
に
よ
れ
ば
、
中
古
に
お
け
る
「
い
と
」
は
形
容
詞
・
形
容
動

詞
の
意
味
、
語
感
、
活
用
形
の
別
な
く
、
そ
の
程
度
を
修
飾
し
、
動
詞
的
な
る
一

も
の
を
修
飾
す
る
場
合
に
も
情
態
的
な
も
の
し
か
修
飾
せ
ず
、
時
間
的
発
作
　
7

性
、
推
移
性
を
あ
く
ま
で
も
拒
否
す
る
所
に
そ
の
特
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
被

修
飾
語
の
直
前
に
位
置
す
る
と
い
う
厳
密
さ
を
持
つ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
「
い
と
」
は
最
も
典
型
的
な
程
度
副
詞
で
あ
り
、
古
代

語
に
お
け
る
純
粋
な
意
味
で
の
唯
一
の
高
度
・
極
度
を
示
す
程
度
副
詞
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
六
　
「
ま
こ
と
に
」

「
ま
こ
と
に
」
は
「
ま
こ
と
」
　
の
形
で
既
に
上
代
か
ら
そ
の
用
例
が
み
ら
れ
、

「
ま
こ
と
　
（
に
）
」
は
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
副
詞
指
向
の
語
で
あ
り
つ
た
と

考
え
ら
れ
る
。



2
0
　
ま
こ
と
に
を
か
し
げ
に
ぞ
侍
る
な
る
。
（
堤
中
納
言
物
語
）

2
1
　
ま
こ
と
に
、
そ
の
方
を
取
り
出
で
ん
選
び
に
、
か
な
ら
ず
漏
る
ま
じ

き
は
、
い
と
難
し
や
。
（
源
氏
物
語
　
青
木
）

こ
れ
ら
か
ら
、
中
古
に
お
け
る
「
ま
こ
と
に
」
の
機
能
・
用
法
は
、
①
形
容

詞
（
形
容
動
詞
）
　
の
直
前
に
置
か
れ
、
そ
の
属
性
の
程
度
を
修
飾
す
る
（
用
例

2
0
）
、
②
文
頭
や
或
は
主
題
（
主
語
）
　
に
先
行
し
て
、
命
題
、
文
全
体
を
修
飾

す
る
（
用
例
2
1
）
、
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
け
。

三
、
七
　
「
げ
に
」

「
げ
に
」
は
上
代
に
は
そ
の
用
例
が
み
ら
れ
ず
、
表
2
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
中
古
の
初
期
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
な
い
。

2
2
　
か
く
お
も
ふ
も
、
げ
に
、
を
こ
が
ま
し
く
、
う
し
ろ
め
た
き
わ
ざ
な

3242

り
や
。
（
源
氏
物
語
　
夕
顔
）

げ
に
、
こ
の
調
べ
は
、
珍
ら
し
き
手
な
り
け
り
。
（
字
津
保
物
語
）

富
は
、
「
げ
に
」
と
思
す
に
、
（
源
氏
物
語
　
宿
木
）

う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
が
話
者
の
直
接
的
な
心
的
態
度
の
表
明
で

あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
後
述
す
る
相
互
承
接
の
規
則
性
と
あ
わ
せ
て
こ
の
点

か
ら
も
「
げ
に
」
が
陳
述
性
（
モ
ダ
リ
テ
ィ
性
）
の
高
い
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

四
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
間
の
相
互
承
接

の
実
態

以
上
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
各
語
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、

中
古
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
承
接
し
、
構
文
上
連
続
し
て
用
い
ら
れ

る
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副

詞
間
に
み
ら
れ
る
相
互
承
接
の
実
態
に
つ
い
て
記
述
し
、
纏
め
る
。

極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
間
の
相
互
承
接
の
例
は
、
本
論
文
で
対
象
と

し
た
中
古
作
品
で
は
合
計
で
四
四
七
例
み
ら
れ
る
。
以
下
に
、
実
際
の
用
例
を

挙
げ
て
み
る
。

2
5
　
い
と
い
た
く
よ
ろ
こ
ひ
て
の
た
ま
ふ
。
（
竹
取
物
語
）

以
上
か
ら
、
中
古
に
お
け
る
「
げ
に
」
の
機
能
・
用
法
は
、
①
形
容
詞
（
形
谷
動

詞
）
の
直
前
に
置
か
れ
、
そ
の
属
性
の
程
度
を
修
飾
す
る
（
用
例
乃
）
、
⑦
文
頭
や
或

は
主
題
（
主
葦
に
先
行
し
て
、
命
輿
文
全
体
を
修
飾
す
る
（
用
例
空
、
①
話
者

の
主
観
性
が
強
く
現
れ
る
間
投
詞
（
応
答
詞
）
的
な
用
法
（
用
例
2
4
「
の
三
つ
に
纏

め
る
こ
と
が
で
き
る
1
8
。
特
に
、
③
の
間
投
詞
（
応
答
詞
）
と
し
て
の
用
法
は
、
副

詞
を
応
答
詞
・
感
動
詞
の
分
化
と
捉
え
る
1
9
な
ら
ば
、
そ
の
原
副
詞
的
用
法
と
も
い

32　3130　29　28　27　26

月
の
い
と
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
に
、
（
大
和
物
語
）

い
と
ゞ
、
い
た
う
、
く
づ
ほ
れ
さ
せ
給
へ
る
に
、
（
源
氏
物
語
　
薄
雲
）

い
と
ゞ
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
か
な
し
。
（
輯
蛤
日
記
　
上
）

殊
に
、
い
た
う
も
そ
こ
な
は
れ
給
は
ざ
り
け
り
。
（
源
氏
物
語
　
柏
木
）

人
も
、
い
と
、
殊
に
思
ひ
か
し
づ
き
聞
え
た
り
。
（
源
氏
物
語
　
紅
葉
賀
）

こ
と
に
い
と
親
し
き
こ
と
は
な
か
り
け
る
を
、
（
源
氏
物
語
、
夢
浮
橋
）

父
お
と
ゞ
の
、
さ
ば
か
り
、
世
に
い
み
じ
く
思
ひ
ほ
れ
た
ま
う
て
、



4140　39　38　37　36　35　34　33

（
源
氏
物
語
　
横
笛
）

容
貌
は
よ
に
も
よ
に
い
と
多
く
侍
ら
ん
、
（
宇
津
保
物
語
）

ま
こ
と
に
い
た
く
泣
き
給
へ
る
気
色
な
り
。
（
源
氏
物
語
　
若
菜
下
）

ま
こ
と
に
「
い
み
じ
く
物
悲
し
」
と
、
（
源
氏
物
語
　
橋
姫
）

ま
こ
と
に
、
い
と
尊
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
（
枕
草
子
　
三
二
段
）

「
今
ぞ
ま
こ
と
に
世
に
あ
ら
じ
」
と
、
（
狭
衣
物
語
　
巻
三
）

柏
木
は
、
げ
に
い
た
く
漏
り
煩
ふ
。
（
狭
衣
物
語
　
巻
三
）

げ
に
い
み
じ
う
騒
が
し
き
ま
で
人
詣
で
た
り
。
（
字
津
保
物
語
）

げ
に
、
い
と
、
い
た
う
面
や
せ
給
へ
れ
ど
、
（
源
氏
物
語
　
若
紫
）

人
ぎ
・
に
は
、
げ
に
よ
に
久
し
く
さ
へ
え
あ
ら
じ
と
見
ゆ
る
人
ぞ
か

し
。
（
浜
松
中
納
言
物
語
）

こ
れ
ら
の
用
例
に
み
ら
れ
る
相
互
承
接
の
実
態
と
そ
の
数
を
ま
と
め
る
と
次

の
表
3
の
よ
う
に
な
る
。

表 3　 極 度 ・高 度 を示 す程 度 副

詞 問 の 相 互 承 接 の 実 態

及 び用 例 数

用例 数

いと（いとど）＋いたく 16 8 （1）

いと（いとど）＋いみじく 117 （5）

いと＋ことに 2 1

ことに＋いたく 2

ことに＋いと 5

よに＋いみじく 1

よに＋いと 1

まことに＋いたく 1

まことに＋いみじく 8

まことに＋いと（いとど） 14 （1）

まことに＋よに 1

げに＋いたく 1

げに＋いみじく 11

げに＋いと（いとど） 83 （1）

げに＋よに 3

計 44 7

図 1 極 度・高度を示す程度副詞問の相互承按のモデル

第四類　　　　　　 第三類　　　　　　 第二類　　　　　 第一類

「まことに」　 ＋　 「いと」　 ＋　　 「ことに」　 ＋　 「いたく」

「げに」　　　　 （「いとど」）　 「よに」　　　　 「いみじく」

【構文の周辺】←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 → 【構文の命題寄り】

本
論
文
で
は
こ
の
実
態
に
基
づ
き
、
構
文
の
よ

り
命
題
寄
り
に
位
置
す
る
の
か
、
周
辺
に
位
置
す

る
の
か
に
よ
っ
て
、
第
一
類
（
「
い
た
く
」
「
い
み

じ
く
」
）
、
第
二
類
（
「
こ
と
に
」
　
「
よ
に
」
　
（
本
論

文
で
直
接
考
察
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
が
「
あ

ま
り
に
」
も
含
ま
れ
る
2
0
）
）
、
第
三
類
（
「
い
と
」

（
「
い
と
ど
」
）
、
第
四
類
（
「
ま
こ
と
に
」
「
げ
に
」
）

と
に
分
類
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
語
、

語
彙
的
意
味
の
具
象
性
の
差
異
で
あ
る
封
。

即
ち
、
第
一
類
は
よ
り
形
容
詞
（
サ
マ
）
的
な
一

語
で
あ
っ
て
語
彙
的
意
味
が
認
め
ら
れ
や
す
く
、
　
9

第
二
類
は
形
容
動
詞
或
は
名
詞
と
し
て
の
性
格
と
ー

副
詞
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
つ
語
、
第
三
類
は

程
度
副
詞
と
し
て
の
性
格
の
み
を
有
す
る
語
、
第

四
類
は
話
者
の
評
価
副
詞
（
陳
述
副
詞
）
　
的
な
性

格
を
有
す
る
語
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
相
互
承
接
の
モ
デ
ル
を
示
し

た
も
の
が
上
の
図
1
で
あ
る
。

管
見
に
及
ぶ
限
り
、
中
古
に
お
い
て
こ
の
規
則

性
は
三
例
を
除
い
て
2
2
厳
密
に
保
た
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
同
一
構
文
中
に
お
い
て
、
図
1
の
上
段



と
下
段
の
語
、
「
い
た
く
」
と
「
い
み
じ
く
」
、
「
こ
と
に
」
と
「
よ
に
」
、
「
い

と
」
と
「
い
と
ど
」
、
「
ま
こ
と
に
」
と
「
げ
に
」
が
連
続
し
て
出
現
す
る
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
は
言
語
の
経
済
性
か
ら
同
レ
ベ
ル
の
語
を
重
ね
て
過
剰
に
表

現
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
り
、
い
わ
ば
同
レ
ベ
ル
の
語
が
衝
突
す
る
の

を
回
避
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
第
二
類
で
あ
る
「
こ
と
に
」
「
よ
に
」

が
第
三
類
で
あ
る
「
い
と
」
に
先
行
す
る
、
一
見
す
る
と
規
則
に
反
す
る
と
も

み
え
る
、
3
1
、
3
3
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
3
3
の
例
は
「
よ
に
も
よ
に
」

の
一
例
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
「
よ
に
も
よ
に
」
と
反
復
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
種
の
感
動
詞
と
し
て
機
能
し
て
、
「
な
ん
と
ま
あ
」
と
い
っ
た
訳

を
あ
て
る
べ
き
例
で
あ
り
、
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
こ
と
に
」
が
「
い
と
」

に
先
行
す
る
3
1
の
よ
う
な
例
は
、
「
こ
と
に
」
が
有
す
る
、
取
り
立
て
副
詞
と

形
容
動
詞
と
い
う
両
面
的
な
性
格
の
内
、
特
に
取
り
立
て
副
詞
と
し
て
の
性
格

が
強
く
現
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
い
と
」
　
の
程
度
を
極
度
・
高
度
に
修

飾
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
後
続
す
る
「
い
と
親
し
き
こ
と
は
な
か
り
け
る
」
を

取
り
立
て
て
、
「
特
に
、
そ
れ
ほ
ど
親
し
い
間
柄
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」

と
解
釈
す
べ
き
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
除
く
大
部
分
の

「
こ
と
に
」
が
第
二
類
に
属
す
る
こ
と
は
、
表
3
に
お
い
て
「
い
と
」
が
「
こ

と
に
」
に
先
行
す
る
例
の
多
さ
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
許
か
ら
一
歩
離
れ
て
、
他
の
副
詞
と

の
相
互
承
接
に
つ
い
て
み
て
も
、

2434

ま
こ
と
に
さ
ら
に
音
せ
ざ
り
き
。
（
枕
草
子
　
三
九
段
）

4454

ま
こ
と
に
つ
ゆ
思
ふ
こ
と
な
く
め
で
た
く
ぞ
お
ほ
ゆ
る
。

（
枕
草
子
　
二
一
段
）

げ
に
、
え
堪
ふ
ま
じ
く
、
泣
い
給
ふ
。
（
源
氏
物
語
　
桐
壷
）

あ
え
物
も
、
朝
出
、
羽
引
引
列
、
お
ぼ
し
よ
る
べ
き
事
な
り
け
り

（
源
氏
物
語
　
梅
枝
）

の
如
く
、
第
四
類
の
「
ま
こ
と
に
」
「
げ
に
」
は
構
文
の
よ
り
周
辺
に
位
置
す

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
の
相
互
承
接
の
例
は
、
中
古
和
文
に
お
い
て
特
に
多
く
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
管
見
に
及
ぶ
限
り
、
中
世
に
お
い
て
は
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
る

も
の
で
あ
る
誉
こ
れ
ら
は
、
中
古
和
文
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。

五
、
結
び

以
上
、
本
論
文
で
は
、
古
代
語
に
お
け
る
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
群
、

「
い
た
く
」
「
い
み
じ
く
」
「
こ
と
に
」
「
よ
に
」
「
い
と
」
「
ま
こ
と
に
」
「
げ
に
」

を
中
心
に
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
纏
め
、
中
古
和
文
に
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
、

そ
の
相
互
承
接
の
実
態
に
つ
い
て
数
量
的
な
整
理
を
行
な
い
、
そ
の
モ
デ
ル
を

提
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
経
験
的
、
理
論
的
に
推
論
が
可
能
な
事
象
で
あ
る
が
、

本
稿
は
こ
れ
を
記
述
的
に
実
証
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
相
互
承
接
の
モ
デ
ル
は
、

同
時
に
中
古
に
お
け
る
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
群
の
体
系
と
も
成
り
得
る
。

時
代
の
推
移
に
従
い
語
が
擦
り
替
る
こ
と
は
、
一
つ
の
語
が
長
期
間
用
い
ら

10



れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
程
度
が
軽
減
し
、
よ
り
新
奇
な
語
が
求
め
ら
れ
る
と
い
っ

た
言
語
変
化
の
原
理
一
般
に
帰
結
で
き
る
が
、
体
系
全
体
に
関
し
て
本
論
文
で

得
た
結
論
は
次
の
三
点
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
群
は
、
第
一
煩
か
ら
第
四
類
、
形
容
詞
的

性
格
の
強
い
語
か
ら
、
程
度
副
詞
的
性
格
の
強
い
語
、
話
者
の
評
価
副
詞

（
陳
述
副
詞
）
的
性
格
の
強
い
語
と
い
っ
た
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

一
、
さ
ら
に
、
構
文
の
周
辺
か
ら
命
題
内
部
へ
向
け
て
、
第
四
類
、
第
三
類
、

第
二
類
、
第
一
類
と
い
っ
た
順
で
相
互
に
承
接
す
る
。

一
、
極
度
・
高
度
を
示
す
程
度
副
詞
の
体
系
は
、
こ
の
第
一
類
か
ら
第
四
類
で

の
連
な
り
の
外
で
、
第
一
類
は
形
容
詞
に
隣
接
し
、
第
四
類
は
間
投
詞

（
応
答
詞
）
　
に
連
続
す
る
と
い
っ
た
広
が
り
を
持
つ
。
こ
れ
は
副
詞
一
般

の
特
質
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
論
文
で
挙
げ
た
用
例
は
、
r
九
本
対
照
竹
取
翁
物
語
語
宴
引
」
（
一
九
八
〇
）
風

間
書
房
、
r
枕
草
子
総
索
引
」
（
一
九
六
七
）
右
文
書
院
、
を
除
い
て
、
百
本
古
典
文
学
大
系
」

に
よ
る
。
用
例
中
の
表
記
（
仮
名
遣
い
、
句
読
点
な
ど
）
は
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

【注】
1
　
森
重
敏
二
九
五
六
）
「
程
度
蒐
副
詞
の
設
定
」
京
都
大
学
r
国
語
固
さ
二
三
－
一
、

に
よ
る
。

2
　
こ
れ
ら
の
語
群
に
は
こ
の
他
に
も
、
「
余
り
に
」
「
い
か
に
も
」
「
大
き
に
」
「
極
め
て
」

「
基
だ
」
「
も
と
も
」
が
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
語
は
用
例
数
が
多
い
こ
と
な

ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
典
型
的
な
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
察
す
る
こ
と
で
体
系
全

体
を
網
確
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
渡
辺
実
（
一
九
八
三
）
「
副
用
言
稔
弘
l
巴
r
日
本
語
学
」
二
－
一
〇
、
に
よ
る
。

4
　
渡
辺
実
（
一
九
八
三
）
「
副
用
言
野
面
〓
日
本
語
学
」
二
－
一
〇
、
に
よ
る
。

5
　
渡
辺
実
（
一
九
四
九
）
「
陳
述
副
詞
の
機
能
」
r
国
語
国
文
J
一
八
－
一
、
拙
論
二
九

九
九
）
「
相
当
度
を
不
す
程
度
副
詞
「
さ
な
が
ら
」
の
変
遷
」
r
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
芝

第
四
八
号
、
な
ど
。
ま
た
、
渡
辺
二
九
七
一
）
が
陳
述
副
詞
の
機
能
を
「
表
現
の
本
体

は
後
続
す
る
部
分
に
あ
り
、
そ
の
後
抗
す
る
本
体
を
予
告
し
そ
れ
を
誘
導
す
る
」
と
し
て
、

陳
述
副
詞
を
誘
導
副
詞
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
語
は
語
彙
的
意
味
が
表
面
に
現
れ
ず
、

専
ら
誘
導
と
い
う
機
能
の
み
を
表
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

6
　
「
ま
こ
と
に
」
の
例
は
「
ま
こ
と
」
で
の
用
例
。
r
古
事
記
二
万
葉
集
」
で
は
「
ま
こ

と
に
」
の
用
例
は
み
ら
れ
な
い
。

7
　
井
上
博
嗣
（
一
九
九
四
）
「
古
代
語
に
お
け
る
程
度
副
詞
」
清
文
堂
、
山
口
佳
紀
（
一
九

九
二
）
「
上
代
に
お
け
る
程
度
副
詞
と
古
事
記
の
訓
読
」
垂
里
人
学
r
国
語
と
国
文
学
」
六

九
－
三
、
に
よ
る
。

8
　
こ
れ
ら
は
、
井
上
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
、
「
わ
が
妻
は
（
あ
な
た
は
）
そ
の
心
が
肉
体
が

傷
つ
き
損
な
わ
れ
痛
む
そ
れ
ほ
ど
に
（
…
）
恋
ふ
（
佗
ぷ
）
」
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、

「
（
⊥
」
は
「
強
く
」
「
激
し
く
」
と
い
っ
た
意
味
を
も
ち
、
丁
そ
れ
ほ
ど
に
」
が
そ
の
程

度
を
さ
ら
に
修
飾
し
て
い
る
た
め
第
二
次
段
階
の
程
度
を
示
す
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
段

階
で
は
、
例
え
ば
1
の
文
で
あ
れ
ば
、
「
い
た
く
」
が
直
接
修
飾
す
る
「
恋
ら
し
」
と
、

「
恋
ふ
こ
と
が
い
た
く
で
あ
る
」
と
い
っ
た
主
語
と
述
語
の
関
係
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
な

お
か
つ
、
「
恋
ふ
」
の
主
語
で
あ
る
「
わ
が
妻
」
を
主
語
と
し
て
も
、
「
わ
が
妻
が
い
た
く

で
あ
る
」
と
い
う
論
理
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

9
　
こ
の
第
三
次
段
階
の
程
度
を
示
す
語
は
、
そ
れ
が
直
接
修
飾
す
る
語
に
対
し
て
、
主

語
・
述
語
の
関
係
を
も
つ
以
外
の
意
味
関
係
を
も
た
な
く
な
り
、
純
粋
に
程
度
の
み
を
示

す
段
階
で
あ
る
と
い
う
。

1
0
　
こ
の
こ
と
は
、
現
代
語
の
「
ひ
ど
く
」
に
相
当
す
る
と
い
う
。
「
ひ
ど
く
綺
託
な
花
」
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「
ひ
ど
く
う
れ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
状
態
の
語
と
は
共
起
し
に
く
い
点
で
同
等

の
性
質
を
有
す
る
と
い
う
。

特
に
、
9
の
例
に
お
い
て
「
殊
異
」
の
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
r
万
葉
集
」
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
万
葉
仮
名
か
ら
も
字
数
か
ら
も
「
ま

こ
と
に
」
と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

僅
か
に
、
r
字
津
保
物
語
」
に
一
例
、
r
枕
草
子
」
に
一
例
、
r
源
氏
物
語
」
に
三
例
、

r
堤
中
納
言
物
語
」
に
二
例
、
r
浜
松
中
納
言
物
語
」
に
二
例
、
r
更
級
日
記
」
に
一
例
、

r
夜
の
寝
党
」
に
二
例
み
ら
れ
る
。

井
上
博
嗣
（
一
九
六
九
）
　
「
中
古
程
度
副
詞
「
い
み
じ
く
」
と
「
い
た
く
」
の
場
合
」

「
女
子
大
国
文
」
五
五
－
五
六
、
に
よ
る
。

例
え
ば
、
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
終
止
形
で
述
格
に
立
つ
用
例
は
四
九
例
と
「
い
た
く
」

の
六
例
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
多
い
。
同
様
に
、
未
然
形
一
二
例
、
連
体
形
一
四
九
例
、

巳
然
形
一
〇
例
と
活
用
形
に
富
む
。

例
え
ば
、
「
源
氏
物
菰
巴
に
お
い
て
は
三
二
例
が
「
こ
と
な
り
」
で
述
格
に
立
つ
用
例
で

あ
り
、
「
こ
と
に
」
全
二
六
四
例
の
内
三
八
例
が
連
用
中
止
の
用
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
「
ま
こ
と
に
」
全
一
五
〇
例
の
内
、
形
容
詞
・
形
容
動

詞
の
直
前
に
毘
か
れ
そ
の
程
度
を
修
飾
す
る
と
考
え
る
も
の
は
三
九
例
、
残
り
の
一
二
一

例
は
文
全
体
（
コ
ト
）
　
に
対
す
る
評
価
副
詞
的
な
用
法
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
源
氏
物
流
巴
に
お
い
て
は
、
全
四
五
八
例
の
内
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
直

前
に
置
か
れ
る
も
の
は
八
六
例
、
「
げ
に
」
で
間
投
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
二
五
例
、

残
り
の
三
四
七
例
が
評
価
副
詞
的
な
用
法
で
あ
る
。

森
垂
敏
（
一
九
五
九
二
百
本
文
法
通
外
巴
風
間
書
房
、
に
よ
る
。

「
あ
ま
り
に
」
は
、
「
あ
ま
り
、
い
た
く
な
よ
ぴ
、
よ
し
め
く
は
ど
に
、
（
源
氏
物
語

若
菜
上
）
」
、
「
い
と
あ
ま
り
あ
つ
か
は
し
き
御
も
て
な
し
な
り
。
（
源
氏
物
語
　
螢
）
」
「
ま

こ
と
に
あ
ま
り
に
、
一
方
に
し
み
た
る
心
な
ら
ひ
に
、
（
源
氏
物
語
　
宿
木
）
」
と
い
っ
た

例
か
ら
第
二
類
に
分
類
で
き
る
。

2
1
　
渡
辺
（
一
九
四
九
）
に
、
「
詞
の
意
義
の
具
象
性
は
大
雑
把
に
言
っ
て
、
名
詞
・
動
詞
－

形
容
詞
・
形
容
動
詞
－
副
用
語
の
順
に
薄
く
な
る
。
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。

2
2
　
中
古
に
お
け
る
こ
の
規
則
性
に
反
す
る
例
外
は
、
「
い
み
じ
う
、
げ
に
、
書
き
つ
く
し
た

る
紛
ど
も
あ
り
。
（
源
氏
物
語
）
」
「
い
と
ま
こ
と
に
は
あ
ら
ぬ
人
だ
に
、
俄
に
い
で
侍
め
り

つ
る
を
聞
く
（
夜
の
寝
党
）
」
「
い
と
ま
こ
と
に
う
つ
く
し
う
、
た
を
や
か
な
る
気
は
ひ
・

有
さ
ま
の
、
似
る
も
の
な
き
は
や
（
夜
の
寝
室
」
の
三
例
で
あ
る
。
最
初
の
例
は
「
げ
に
」

の
間
投
詞
的
な
用
法
の
例
で
、
「
な
る
程
」
と
い
っ
た
訳
を
当
て
る
べ
き
例
で
あ
る
。
次
の

二
例
は
r
夜
の
寝
党
」
か
ら
の
例
で
あ
り
、
こ
の
作
品
の
資
料
的
な
問
題
が
あ
り
留
保
す

べ
き
例
で
あ
る
。

2
3
　
r
宇
治
拾
遺
物
責
に
「
い
と
い
み
じ
く
」
が
一
例
、
「
ま
こ
と
に
い
み
じ
く
」
が
二
例
、

「
党
一
本
平
家
物
語
」
に
「
げ
に
い
た
く
」
が
一
例
、
「
げ
に
よ
に
」
が
一
例
、
r
十
訓
抄
」

に
「
い
と
い
み
じ
く
」
が
一
例
、
「
ま
こ
と
に
い
み
じ
く
」
が
一
例
、
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
論
考
は
、
第
四
五
回
国
語
学
会
中
国
四
回
支
部
大
会
（
於
鳥
取
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発

表
し
た
も
の
に
加
筆
、
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
多
く
の
先
生
方
か
ら
有
益
な
る
御

教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

－
　
な
か
が
わ
・
ゆ
う
じ
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－
－
－
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